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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１

子どもが，生涯にわたる読書習慣を身に付けるためには，乳幼児期から読書に親しみ，小学生，

中学生，高校生へと子ども自身がその成長に応じて読書の楽しさを知ることができるよう，読書環

境の整備に社会全体で取り組んでいくことが必要です。

鹿児島県では，全ての子どもが1日に少なくとも20分程度の時間を読書に親しむよう，「1日20分

読書」運動を実施しています。

また，鹿児島県立図書館では，絆を深め，感動を味わい，自分を見つめる大切な一冊を 「宝本」と

呼んでいます。「１日20分読書」を通じて，「宝本」を見つけてみませんか。

「宝本」は，成長に応じて広がっていきます。

○おやこ一冊読書による，おやこのふれあいの中でうまれます。
・親子で読んで，楽しいひと時を過ごせたら・・・・・・。

・親子で感じたことを語り合えたら・・・・・・。

・子どもが繰り返し読んでほしいと言ったら・・・・・・。

○楽しみながら読み，感動することでうまれます。
・主人公になりきって，夢中で読める本に出会えたら・・・・・・。

・心をゆさぶられる本に出会えたら・・・・・・。

・びっくりするような新しい知識に出会えたら・・・・・・。

○じっくりと読み，自分をみつめることで生まれます。
・自分の生き方を見つめることができたら・・・・・・。

・自分の将来に夢や希望を持つことができたら・・・・・・。

・ものの見方，感じ方や考え方を深め豊かにすることができたら・・・・・・。

あなたも，宝本が見つかったら児童文化室に持ってきてください。

すると，右のような「宝本」印を押して認定いたします。

その際は，宝本のエピソードをみなさんに紹介させていただきますので,「わが

やのわたしの宝本」の用紙に書いて提出していただけたらありがたいです。

ホットの２

図書館の資料は，著作権法の範囲内で，個人の調査・研究に必要な資料を複写

することができます。料金は１枚あたり白黒コピーが10円，カラーコピーが50

円，マイクロフィルムのコピーが30円です。「資料複写申込書」を記入し，２階

複写カウンターで職員の確認を受けた後にコピーしてください。

《２階複写カウンター》 不明な点がございましたら，職員へお尋ねください。



日 月 火 水 木 金 土

６

月

１５ １６ １７ １８★ １９ ２０ ２１◆

２２ ２３ ２４ ２５　  ２６ ２７ ２８

２９ ３０

７

月

１ 　２★ ３ ４   ５

６ ７ ８ ９★ １０ １１ １２

１３ １４ １５

● 企画展 ６月14日（土）～６月27日（金）

平成25年に実施された「西日本読書感想画コンクール」の

入賞作品を展示します。

● 児童文化室ミニ展示 ６月22日（日）～７月31日（木）

「自由研究，図書館におまかせ」と題して，自由研究に役

立つ本,夏休みの課題を解決する本を紹介します。

● 県立図書館長講演会 ７月６日（日） 13:30～15:25

演題：「明治日本の産業革命遺産」

会場：県立図書館１階大研修室

問い合わせ：資料課099-224-9515

● 企画展 ７月９日（水）～８月28日（木）

「鹿児島の文化に関する資料～2015国民文化祭を前に～」

展と題して，鹿児島の文化に関する本や国民文化祭に向けた

取組の様子等を紹介します。

県立図書館に届いた
今回紹介していただいた宝本は，まつおかたつひで作・絵の『ぴょーん』（ポプラ社）で

す。

４歳の息子が２つ下の弟に読んであげるお気に入りの絵本です。兄が「かえるが・・・ぴょー

ん」「こねこが・・・ぴょーん」と読んであげると，弟も「ぴょーん」と言いながら嬉しそうに

マネをします。でも，カタツムリの番になると残念そうに「だめかあー」と言う兄弟の姿が愛ら

しく見える１冊です。

＜一般書＞ ６月１３日（金） ＜児童書＞ ６月２２日（日）

○緒方貞子戦争が終わらないこの世界で 小山靖史／著ＮＨＫ出版 ○ながいでしょりっぱでしょ サトシン/作 山村浩二/絵 PHP研究所

○絶対行きたい！日本の島旅 加藤庸二／著 PHP研究所 ○たっくんのあさがお 西村友里/作 岡田千晶/絵 PHP研究所

○花咲く日を楽しみに 佐々木正美／著 主婦の友社 ○きょうから飛べるよ 小手鞠るい/作 たかすかずみ/絵 岩崎書店

○日本の産業遺産図鑑 二村悟／著 平凡社 ○なないろレインボウ 宮下恵茉/著 ポプラ社

○花子とアンへの道 村岡恵理／編 新潮社 ○自分をつくるテツガク 八塚憲郎，萩倉良/編著 旬報社

図書館カレンダー

絵本『ぐりとぐらのえんそく』 （中川李枝子 作・
え ほん さく

山脇百合子 絵 ）からのクイズです。
え

＊ヒント＊

♪ある～ひ もりのなか～♪ ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

このうたで，であうどうぶつです ※ 児童文化室は19時まで。

日曜日・祝日（斜字体）: ９時～17時

は，休館日。

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室 は，学習室のみ開室（９時～17時）。
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，７月１１日（金）までに入れてください。 抽 選で ★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。
はこ い ちゆうせん

正解者２０人にしおりなどのプレゼントを差し上げます。 ◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。
せいかいしや にん さ あ

前回の答えは「うさぎ」でした。たくさんのご応募ありがと は，一般閲覧室新着図書の日（6月27日,7月15日【予定】）。
ぜんかい こた おう ぼ

うございました。 は，児童文化室新着図書の日（6月22日）。

と し ょ か ん

図書館の仕事のひとつに「破本処理」がありま

す。「破本」とは，壊れたり汚れたりした本のこ

とです。また，「破本処理」とは，それを修理し

たり，汚損・破本箇所があります，と表示したり

することです。たくさんの方に利用される図書館

の本。大切に扱ってくださる方がほとんどなので

すが，雨天時に持ち運ばれる際，本が濡れてしま

うことがあるようです。

水に濡れるとシミになり，波打ち等の変形が出

て「破本処理」が必要となってしまいます。

多くの方が利用される本ですので，お互いに大

切に扱っていただくことで「破本

処理」がなくなればと思います。

ぐりとぐらがえんそくのとちゅうでマラソンをは

じめるおはなしです。ふたりはおちていたけいとに

あしをひっかけてしまいます。そのけいとをたどっ

ていくと・・・そこにはだれがいたでしょうか。




